




















































































全自働培池作咸システム
l一元A-llD細服測定システA7

FULLY AUTOMATED MEDIA PREPARATION SYSTEM 

MC707P 
コロニーカウンター

植々のシャーレはもとより6穴から96穴までのプレート内の試料が計測できます。

全自動培地作成システムは、自動培地分注装置APS450

と新型培地滅菌保温器S9000で構成され、いかなる要求

にも充分に適用できるシステムを初めて市場に出ました。

種火のいらない電子着火式ブンゼンバーナー

•お手持ちのサインペンで使えます。

• X2のレンズにより、コロニーを容易に判別できます。
•カウント数は、見易いLED表示。

•プ1）ンター接続可能（オプション）。

精巧な、多目的ティスペンサー

ガスフロフィー XY500 

•コンパクト・低価格。

●|Rセンサーによる電子着火。

●ガス配管不要（オプション装着）。

•タイマー／連続点火／フットスイッチ切替え付

XY500は、 2方向軸運動を行なうマイクロプロセッサー駆動の

ァ＿ムがあります。とんな種類の容量分注器（シリンジ、ポンプ、

ペリスタルティックポンプ等）でも楽に使用することができる。

とんな液体サンプルもスピードと正確さで手をわすらわさす分

注することができる。

6~ 96穴プレート
・顕微鏡用スライドグラス

・血球計算盤等
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〒104-0033 東京都中央区新川2-7-1

TEL (03) 3551-7873 

FAX (03) 3551-7318 

無培養の細胞数，生死細胞数，癌細胞•細胞コロニー数からプラーク数等を自動計測

プリントアウト例

〈細胞コロニー数〉
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〈生死細胞数〉
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〈プラーク数〉
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二層寒天培地、メチルセルロース培地
による癌細胞コロニー数を計測
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 人に対する局所刺激性、急性毒性を

予測する細胞毒性試験

配紺己覇『四i守王1写匹罰t119

主な測定対象試料

• 35~150mmシャーレ

※依託試料の測定を行っております。お気軽にこ相談下さい。 A-1 IDSF SYSTEM 

製造発売元

鯛システムサイエンス株式会社
本社・工場／〒197-0011東京都福生市福生1253-16

TEL 042(552)5956（代表）
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~EAL STA  2000 2000A 
マウス末梢血による小核試験を自動で行い、客観的なデータを
計瀾することができます。

E置：
1．標本（スライドグラス）自動供給装置を備えて

おり、 30枚までの標本を連続計測できます。

2標本名を入力するだけで、後は機械が自動的

に計測を行います。

3当社のオリジナル技術を駆使した画像処理に

より、網赤血球 (RET)と小核を有する網赤血

球 (MNRET)を精度良く認識し、個数を計測

します。

4専用のアクリジンオレンジ塗布済みスライドグ

ラス＊を用いることにより、簡単に安定したデー

タが得られます。

※REAL ST AR2000Aは、REALSTAR2000に
連続計測機能を付加したものです。

塗布済スライドグラス）

こ：
、乙こ---

E 
1スライドグラスに既にアクリジンオレン
ジが塗布されています。

2専用の塗布装置を用いているため、均
ーな塗布が施されています。

3グリッドありタイプ（末梢血滴下位置及

びカバーグラス貼合わせ位置を印刷）

とグリッドなしタイプがこざいます。

生化学事業部（東京） 雫 生化学事業部（大阪）
東京都中央区日本橋小網町17番9号〒103-8530
TEL 03-3660-4819 FAX 03-3660-4951 東洋紡績株式会社

[URL] http://www.toyobo.co.jp 

大阪市北区堂島浜二丁目 2番 8号〒530-8230
TEL 06-348-3786 FAX 06-348-3833 

テクニカルラインTEL06-348-3888（開設時間：9:00~12:00n:oo~17:00土、日、祝を除く）e-mail:techosk@bio.toyobo.co.jp

編集後記

本年より学会事務局の変更に伴い，学会誌編集と印刷がインテ

ルナ出版に移りました． 最初の号となった本号は論文の印刷書式

の変更と統一，会則や規定等の原稿の新規作成 も加わり，かなり

大掛かりな編集作業となりました．十分に注意を払って編集を行

ってきたつもりですが，全面改訂になったため，お気付きの点が

ありましたら編集委員にお知らせ願います．

太田敏博 （1994-)

編集担当者太田敏博

編集委員

須藤鎮世（委員長）（1998-) 
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Tel : 0297-45-6311 Fax : 0297-45-6353 
E-mail : sutou@fureai.or.jp 

荒木明宏（1997-)
〒192-0392 東京都八王子市堀之内 1432-1 〒257-0015 神奈川県秦野市平沢字大芝原 2445
東京薬科大学・生命科学部・環境分子生物学研究室

Tel : 0426-76-7093 Fax : 0426-76-7081 
日本バイ オア ッセイ研究センター・変異原性試験部

Tel : 0463-82-3911 Fax : 0463-82-3860 
E-mail : ohta@1s.toyaku.ac.jp E-mail : akiaraki@da2.so-net.or.jp 
下位香代子 (1995-) 鈴木勇司（1998-)
〒422-8526 静岡県静岡市谷田 52-l 〒105-8461 東京都港区西新橋3-25-8

東京慈恵会医科大学・環境保健医学教室静岡県立大学・食品栄養科学部・食品衛生学研究室

Tel : 054-264-5528 Fax : 054-264-5528 Tel : 03-3433-1111 Fax : 03-5472-7526 

森田健（1998-)E-mail : shimoi@fnsl.u-shizuoka-ken.ac.jp 
降旗千恵 （1996-)

〒108-8639 東京都港区白金台 4-6-1
〒300-4247 茨城県つくば市和台 43

日本グラクソ株式会社・筑波研究所
東京大学・医科学研究所・ヒト疾患モデル研究センター

Tel : 03-5449-5623 Fax : 03-5449-5445 
Tel : 0298-64-5532 Fax : 0298-64-8558 

E-mail: tm284l7@glaxowellcome.co.uk 
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複写される方に
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